
2015年 12月 20日「神氏族メシヤ勝利の為の 43日期間」 石川祐司教会長 

 

＜訓読のみ言＞ 

『真父母經』 

第三篇 公式路程の出発と世界基督教統一神霊協会の創立 

第一章 真のお父様の公式路程出発  第三節 八段階の蕩減復帰と霊界での四十三日勝利 

8 再臨主になろうとすれば、霊界に入って神様の御印をもらってこなければなりません。

お父様は、霊界に入って四十三日間の闘いをしました。地獄のどん底から天上まで、皆が

「文先生は異端者だ！」と言いました。それを下から整理していかなければなりません。

最後には、聖賢たちと神様のみ前で談判して、正義の主人は誰かを決する闘いをしなけれ

ばなりません。  

 その時、「霊界に来たすべての人々は血統が違っている。血統転換をしなければならない

ことを知っているのか」と言いました。二つ目は所有権転換です。「地上で暮らしながら自

分の所有権を持っている人は、天の国の背信者である！」と言ったのです。教主たちがい

くら偉いといっても、ここに引っ掛かっています。ですから、お父様は霊界で闘う時、自

信満々に「異端がどうした」と言い張りました。 

 最後には、霊界に大混乱が起きそうなので、神様が審判長として判決を下さらなければ

ならないのですが、神様まで反対したのです。アダムが天に背いたので、蕩減復帰の原則

によって神様もアダム完成者に背かなければなりません。そのようにしてこそ、神様の心

に築かれた壁が崩れるのです。そうして全体が反対し、神様まで向こう側に立っている中

で、たった一人、お父様だけが残りました。  

 かといって、混乱の渦中にある霊界を、そのままにしておくことはできないのです。神

様が最後の判決を下さなければなりません。神様は、お父様が言う血統転換、所有権転換、

心情圏転換をしなければならないというのは事実だと言ったのです。そのような勝利の覇

権者として御印をもらって、降りてこなければなりません。 

10 アダムが神様に反逆したことを蕩減復帰しなければなりません。蕩減復帰の法則は本当

に冷酷です。容赦がありません。人間が神様を打ったので、「終わりの日」に再臨主として

登場するためには、アダムが神様に反逆したことを蕩減復帰しなければなりません。です

から、神様は、愛するのではなく、打ってしまうのです。  

 そのような中で、神様が反対するのですが、「これでなければならない」と言って争うの

です。これをそのまま放置しておけば、霊界の混乱が継続するので、神様は四十三日以内

に「誰が勝利した」という決定的な宣言をしなければなりません。その宣言と同時に、勝

利したという御印をもらってこなければならないのです。根は神様です。ですから、全体

の勝利的覇権をもったその位置で神様の御印をもらって地上に降りてきました。四千年間

継続してきた霊界のあらゆる紛争を収拾したのです。 


